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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

哺乳動物の初期胚（着床前期の胚）における放射線に対する防御メカ

ニズムを DNA 修復、アポトーシス、細胞間コミュニケーションとして捉

え、マウス初期胚に種々の遺伝的変異をもつ ES、iPS 細胞をマイクロイ

ンジェクションしてキメラ胚を作製し、その後の発生、催奇性の解析に

より防御メカニズムを明らかにする。 

 

２．総合評価 

 B 
・照射した ES 細胞を初期胚に移植して得られた“キメラ胚”の発生過

程を追跡することによって、放射線による損傷を受けた少数の胚細胞が

胚発生の過程で如何なる運命をたどり、それが胚全体の発生過程に如何

なる影響を及ぼすかを追跡し興味ある結果を得るなど、相応の成果が挙

げられている。しかし、論文発表がないなど、残念なところもある。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


